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そ
の
後
、「
ホ
ル
ミ
シ
ス
」
と
い
う

言
葉
は
使
用
範
囲
を
広
げ
、「
薬
剤

や
放
射
線
に
よ
る
少
量
の
害
が
逆
に

生
体
の
免
疫
力
を
増
強
す
る
こ
と
で

病
態
の
改
善
・
治ち

癒ゆ

な
ど
の
有
益
性

を
持
つ
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
放
射
線
は
少
量
で
も
害

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
医
療
用
検

査
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ(

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影)

検
査
な
ど
で
も

怖
が
る
人
が
い
ま
す
。
福
島
の
原
発

事
故
や
原
爆
の
影
響
か
ら
か
、
日
本

で
は
「
放
射
線
」
と
い
う
と
非
常
に

害
の
大
き
な
怖
い
も
の
と
い
う
印
象

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
放
射
線
を
浴
び
た
ら
、

体
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
放

射
線
を
浴
び
る
と
電
離
作
用
、
つ
ま

り
イ
オ
ン
化
が
起
こ
り
ま
す
。
人
間

の
体
は
約
七
〇
％
が
水
な
の
で
、
当

然
放
射
線
は
水
に
当
た
り
ま
す
。
す

る
と
、
水
分
子
の
 Ｈ²Ｏ
は
Ｈ
と
Ｏ
Ｈ

低
線
量
の
放
射
線
の
照
射

で
免
疫
力
を
増
強
し

ガ
ン
や
難
病
を
改
善
す
る

「
ホ
ル
ミ
シ
ス
療
法
」と
は
？

「
ホ
ル
ミ
シ
ス
療
法
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　
ホ
ル
ミ

シ
ス
療
法
は
「
少
量
の
毒
は
薬
に
な

る
」
と
い
う
事
実
を
根
拠
と
し
て
始

ま
っ
た
治
療
法
で
す
。
現
在
は
、
主

に
低
線
量
の
放
射
線
に
よ
っ
て
免
疫

力
を
増
強
す
る
こ
と
で
ガ
ン
や
難
治

性
の
疾
患
を
改
善
す
る
治
療
法
と
し

て
医
療
の
現
場
で
応
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ホ
ル
ミ
シ
ス
効
果
と
は
、
も
と
も

と
菌
類
の
成
長
を
抑
制
す
る
物
質
が

低
濃
度
で
は
逆
に
菌
類
を
刺
激
し
て

成
長
を
促
進
す
る
と
い
う
事
実
か
ら

発
見
さ
れ
た
「
ア
ル
ン
ト
・
シ
ュ
ル

ツ
の
法
則
」
を
元
に
し
た
言
葉
で
す
。

〇
一
％
は
「
カ
リ
ウ
ム
40
」
と
い
う

放
射
性
元
素
で
す
。
カ
リ
ウ
ム
40
の

放
射
線
量
は
約
四
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

で
、
一
秒
間
に
約
四
〇
〇
〇
回
も
放

射
線
が
出
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

食
事
で
摂
取
す
る
カ
リ
ウ
ム
40
の
総

量
に
よ
る
年
間
の
内
部
被
ば
く
量
は
、

〇
・
二
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
少
量
の
放

射
線
を
怖
が
る
人
は
太
陽
の
紫
外
線

や
携
帯
電
話
の
電
磁
波
を
怖
が
る
の

と
同
じ
こ
と
な
の
で
す
。
ち
な
み
に
、

体
内
か
ら
カ
リ
ウ
ム
40
な
ど
の
放
射

性
元
素
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
と
、

細
胞
が
働
か
ず
に
代
謝
不
全
や
発
育

不
全
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
東
北
大
学
医
学
部
放
射
線
科
教
授

の
坂さ

か

本も
と

澄き
よ

彦ひ
こ

先
生
ら
の
研
究
チ
ー
ム

に
よ
っ
て
、
ガ
ン
治
療
に
低
線
量
放

射
線
治
療
を
応
用
し
た
治
療
研
究
が

［こばやし・ひでお］
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低
放
射
線
ホ
ル
ミシ
ス
療
法
で

ガ
ン
や
難
病
が
改
善
す
る
？

がん治療の
進化を
目撃せよ！
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に
分
断
さ
れ
、
活
性
酸
素
フ
リ
ー
ラ

ジ
カ
ル
が
発
生
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

放
射
線
の
害
は
活
性
酸
素
の
害
な
の

で
す
。

　
皆
さ
ん
が
怖
が
る
放
射
線
は
、
実

は
自
然
界
に
も
普
通
に
存
在
し
ま
す
。

例
え
ば
、
ま
ず
宇
宙
か
ら
や
っ
て
く

る
放
射
線
。
次
に
岩
盤
か
ら
地
表
に

放
出
さ
れ
る
放
射
線
や
、
空
気
中
の

放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
放
射
線
。
ま
た
、
食
品
中
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
放
射
線
も
自
然
界
に
は
存
在

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
普
通
に
生
活
し

て
い
て
も
、
人
は
常
に
放
射
線
に
被

ば
く
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
被
ば

く
量
は
世
界
平
均
で
年
間
約
二
・
四

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
、
日
本
で
は
約
一
・

五
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
放
射
線
の
単
位
に
つ
い

て
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ベ
ク

レ
ル
は
放
射
性
物
質
が
放
射
線
を
出

す
能
力
（
放
射
能
の
強
さ
）
を
表
す

単
位
、
シ
ー
ベ
ル
ト
は
放
射
線
を
受

け
た
時
の
人
体
へ
の
影
響
を
表
す
単

位
で
す
。
一
ベ
ク
レ
ル
は
一
秒
間
に

一
回
放
射
線
が
出
る
程
度
の
量
で
、

人
の
放
射
線
被
ば
く
量
に
換
算
す
る

と
約
〇
・
〇
一
九
㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
程

度
の
量
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
〇

〇
〇
㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
は
一
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
、
一
〇
〇
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
は

一
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
、

　
食
品
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
の
〇
・

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
一

〇
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
週
三
回
、
五

週
間
で
合
計
一
五
〇
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
の
照
射
で
ガ
ン
を
治
療
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
ま
ず
、
動
物
実
験
に
よ
っ
て
低
線

量
全
身
照
射
で
ガ
ン
転
移
を
抑
制
す

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
ヒ
ト
悪
性

リ
ン
パ
腫し

ゆ

に
対
し
て
低
線
量
放
射
線

治
療
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

早
期
で
消
失
す
る
例
も
あ
り
ま
し
た

が
、
末
期
ガ
ン
に
対
し
て
は
効
果
が

薄
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
全
体
の
五
年
生
存
率
は

有
意
に
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五

週
間
と
い
う
短
期
間
で
一
五
〇
〇
㍉

シ
ー
ベ
ル
の
照
射
は
か
な
り
多
い
量

で
す
が
、
一
〇
〇
人
以
上
の
患
者
さ

ん
に
行
っ
て
も
特
に
副
作
用
が
な
く
、

一
例
も
増
悪
に
よ
っ
て
治
療
を
中
断

す
る
事
態
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
報
告
か
ら
、
低
線
量
放

射
線
治
療
は
ガ
ン
に
対
し
て
た
い
へ

ん
効
果
的
な
併
用
治
療
法
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
低
線
量

放
射
線
治
療
は
一
部
の
悪
性
リ
ン
パ

腫
を
除
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
集
め
ら
れ
た
放
射
線

科
医
の
症
例
デ
ー
タ
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｘ
線
が
発
見
さ
れ
た
当
時

は
放
射
線
機
器
も
未
発
達
で
放
射
線

防
護
の
知
識
も
乏
し
か
っ
た
た
め
、

放
射
線
科
医
は
大
量
の
放
射
線
に
被

ば
く
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
二
〇
年
以
前
の
調
査
で
は
、
放

射
線
科
医
三
三
九
名
は
年
間
約
一
〇

〇
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
放
射
能

を
被
ば
く
し
、
そ
の
結
果
、
ほ
か
の

一
般
の
医
師
に
比
べ
て
一
・
七
五
倍

も
ガ
ン
で
死
亡
す
る
数
が
多
か
っ
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
放
射
線
の
有
害
性
が
明

ら
か
と
な
り
、
放
射
線
防
護
機
器
や

放
射
線
照
射
機
器
が
改
善
さ
れ
て
放

射
線
科
医
の
被
ば
く
は
急
激
に
減
り

ま
し
た
。
一
九
五
五
年
以
降
に
は
年

間
約
五
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
減
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
放
射
線
科
医
一
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三
五
二
人
の
ガ
ン
死
亡
率
は
ほ
か
の

一
般
の
医
師
に
比
べ
て
二
九
％
も
減

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ガ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
外
の
死
亡
率
も
三
六
％
も
低
下

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
低
線
量
の
放

射
線
を
浴
び
た
放
射
線
科
医
は
、
ほ

か
の
一
般
の
医
師
よ
り
も
平
均
的
に

長
生
き
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
低
放
射
線
は
有
害

ど
こ
ろ
か
、
ガ
ン
治
療
や
健
康
増
進
、

長
生
き
な
ど
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、

日
本
先
進
医
療
臨
床
研
究
会
の
会
員

な
ど
一
部
の
医
師
ら
は
、
年
間
五
〇

〇
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
は
安
全
性
が

高
く
治
療
改
善
の
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
低
放
射
線
ホ
ル
ミ
シ
ス
療
法
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一

〇
〇
万
ベ
ク
レ
ル
以
上
（
年
間
一
九

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
）
の
低
放
射
線

を
発
生
す
る
ラ
ド
ン
ガ
ス
発
生
器
に

よ
る
吸
入
治
療
や
、
毎
日
の
入
浴

時
・
歩
行
時
に
ラ
ド
ン
に
よ
る
低
放

射
線
を
照
射
す
る
低
放
射
線
ホ
ル
ミ

シ
ス
機
器
な
ど
を
使
っ
て
、
標
準
治

療
だ
け
で
は
完
治
が
難
し
い
ガ
ン
や

難
病
の
治
療
を
行
う
症
例
研
究
な
ど

が
あ
り
ま
す
。


